
石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸北東部の黒櫓台の北面内石垣である。
・高さは中央部で約3.7m、 全長は天端で約7.7mである。
・勾配は86度 とやや急である。

・石の積み方は花開岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、部分的に割石による谷積が見られる。両隅

角とも割石を用いて積み上げられている。
・石材は方形状のものと丸みのあるものが混在 し、規模も比較的大きなものと比較的小さなものが混在す

る。標準的な規模の石材は少ない。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

。焼損が見られる。
・石材のワレが見られるが、概ね良好な状態である。

・生駒期から所在する開口部であるが、『高松城下図屏風』によると、配2012石垣と配2031石垣がそのま

ま北へ延びるように描かれており、松平初期の改修により新たに築造ないしは積み直しがあったと考え

られる。
・石の積み方が乱雑であり、谷積も見られることから、明治以降の積み直しが考えられる。
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査史跡 石垣

石垣番号 地 区 ニ ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 内 (櫓台) 石積工法 谷積 支窯ュ
方 位 西

角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

―――
＼

―

―

‐

ム
　

ヽ
キ
ー

ー
ー
‐
‐
‐
‐
‐

‐ ||

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 黒櫓 石材
花闘岩、安山岩 (一

部)

転用石 征
＾

刻 印 伍
＾

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1罹議P

Ｘ

居

他
等

の
損 1秒‖争罐 1智 1厄

浪度
良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角角配

3.05

築造時期 松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※全体に谷積となり、後世に改修されたものか。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

・本石垣はニノ丸北東部の黒櫓台の西面内石垣である。
・高さは中央部で約3.9m、 全長は天端で約8.4mで ある。
・勾配は81度 と平均的である。

・石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた谷積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。

は入隅である。
・石材は方形のものと丸みのあるものが混在 し、規模は標準的な石材が多い。
・左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

・問詰のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

『高松城下図屏風』によると、NO.2031石垣がそのまま北へ延びるように描かれており、生駒期には存在
しない石垣であり、松平初期の改修により集造された石垣と考えられる。
全面に谷積が見られ、明治以降に全体の積み直しが考えられる。

石
垣
の
変
遷
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査城跡 石垣∃

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石、野面 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材
花南岩、安山岩 (一

部 )

転用石 征
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1理嘉P
他
等

の
損

そ
焼 篭危争‖罐 1髭象峯1危

雌
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾吼 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.83

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A_ヌケ
B 石材の紙使い
C.切石
D_割石
※血2029の石垣が奥に入る。これより新しい時代のものか。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸北東部の黒櫓台に取 り付く北面内石垣である。
高さは中央部で約2.2m、 全長は天端で約2.8mである。
勾配は79度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花開岩の野面石や割石を用いた乱積である。右隅角の下半は割石、上半は切石を用いて積
み上げられている。左隅角は入隅である。
石材は方形のものと丸みのあるものが混在 し、規模は標準的な石材が多い。
右隅角は算木積であるが、その完成度は下半が低く、上半は高い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。天端の欠損が見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松御城全図』によると南向きに上がる雁木が描かれてお り、本来は雁木であつたと考えられる。
・明治以降に雁木石材を再利用し構築した石垣と考えられ、特に右隅角の切石は雁木の踏み面と考えられ

る。

目
地
の
状
況



石垣調査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積、谷積 … ｀

。
 |

`攣
(_

il
l十

1

11 …

・'Iイ
i

,ヽ |

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 野面、割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩、花闘岩

転用石 径
＾

刻  印 色
＾

況
　
因

鰍
と
恕

破
　
破

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 腱

1崩
落

1曜議?
他
等

の
損

ユ
】崖
嘔 警‖罐 1響 危険度

s2   1   s2 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

48.95 2.18 2.25

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A 石材が階段の石のように用平
B ワレ
C 横目地
D_″ ラヽミ
E.谷積 (安山岩使用)

F、 ズリ出し、間結石ヌケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸東部の内石垣で、黒櫓台から南へ延びる。
・高さは中央部で約2.2m、 全長は天端で約48.6mである。
・勾配は80度 と平均的である。

見学動線に沿う石垣である。

・石の積み方は安山岩、花南岩の割石と野面石を用いた乱積であるが、左隅角近傍で谷積が見られる。

隅角は切石、右隅角は野面石と害1石 を用いて積み上げられている。
・石材は方形のものと丸みのあるものが混在 し、規模は標準的な石材が多い。
・中央部の縦目地より左側は天端を扁平な切石で揃えている。
・左隅角は完成度の高い算木積で、右隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・築石都右半中段にハラミが見られる。
・天端や中段に石材のズレが見られる。
・石材のワレが散見される。

,生駒期から所在する石垣と考えられる。
・改修痕跡も多く見られ、天端石等もきれいに揃えられており、明治以降の改変が著しい。

石
垣
の
変
遷
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城跡 査石垣訂

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積

方  位 南
角
石
（算
木
）

左 野面、割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩、花闘岩

転用石 征 刻  印 笹

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹嘉P
他
等

の
損

そ
焼 1篭鯵争1罐 1影纂峯1危

険度
良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

算本積でない
上面は積み替えか?
間詰石ヌケ

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成 16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸東部の南面内石垣である。見学動線に沿 う石垣である。
・高さは約2.3m、 全長は天端で約1.8mで ある。
・勾配は88度 とやや急である。

・石の積み方は安山岩、花闘岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は野面石と割石を用いて積み上げら

れている。右隅角は入隅である。
・石材は丸みのある形状で、規模はやや小ぶ りの石材が多い。
・左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・間詰のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

。生駒期から所在する石垣と考えられる。
・上部は積み直しが考えられる。

と1       埒Iとか

期肇ざす
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査史跡高松城跡 石垣

石垣番号 2033 地 区 ニ ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面、切石 石垣位置

石垣部位 内 (多間塀台) 石積 工法 乱積、谷積
A

堀

方  位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石、野面

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩、花闇岩

転用石 4L 亥1 印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹嘉P
他
等

の
損

そ
焼 篭勉争1罐 1柔象寧1危

険度
s2t4 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

23.2 2.87

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

天端石揃う
谷積
ハラミ大、マツの根によるもの

ややハラミ

間詰石のヌケ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣はニノ丸東部の西面内石垣である。見学動線に沿 う石垣である。
・高さは中央部で約2.5m、 全長は天端で約20.lmである。
・勾配は85度 とやや急である。

・石の積み方は本来は安山岩、花闇岩の野面石や割石を用いた乱積であつたと考えられるが、割石や切石

による谷積が主体を占める。天端に笠石を積み、天端面を揃えている。右隅角の下半は野面石、上半は

割石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。
・石材は方形のものと丸みのあるものが混在 し、規模は標準的な石材が多い。
・右隅角は上半は完成度の低い算木積であるが、下半は算木積を意識 しているが、算木積とはなつていな

ヤ` 。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・右隅角部にやや大きなハラミが見られる。櫓台上には松の木が大きく育っており、

考えられる。また、中央部にも薄いハラミが見られる。
・間詰め石のヌケも散見される。

その影響も大きいと

・生駒期から所在する石垣と考えられる。
・『旧高松御城全図』によると、2箇所の谷積部分付近にはそれぞれ東向きに上る雁木が描かれており、

後世の改修を受けたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

日 44h♂ )イす起子! 羽工0呪 目Jtゐ面 reli 石材 綴 石材形状 示競 尋 櫨 繕 み ナ 自JIの 率 4事由

笠石下の 目地 トナ 語 岩 明石 方 形 ほぼ同規模 L‐Jl所 布 繕 笠石の積み上げ

下 方 ″ 需共 釦I石 ナ 杉 劃 石 乱 橋

生中間上中部の谷形 目地 谷 形 の 中 朽需岩 明石 方形 ほぼ同規模 L‐JJ石 容 結 谷状部分の積み直 し

谷形 の 外 材嗣井 割石 方形 割 石 舌1繕

右隅角下部か ら石垣上部
―下 るオ Lが り目llb

午和 | ″簡岩 方形 有 FF・ る ほぼ同規模・

隠為蔀 lf★パ

群 面 石 容 繕 右隅角部積み直し

右側 ″ 需岩 ナ形れ 櫃 る 野 面 石 乱 橋

目
地
の
状
況
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垣調査城跡 石

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩、花開岩

転用石 径
ヽ

刻 印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落1曜蒻?隆鉾

期
破

損
態

破
状

触
嬢 危険度

tl 有 C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

9,63 10.18

築造時期 明治以降 改修 有 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状 :五 機篠

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

パイプ

センダンの末によリズレだし

後転
イ子ョウの末によつて崩落

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸南部の文櫓の東に続く、一段低い櫓台状の東面内石垣である。
高さは中央部で約 1.Om、 全長は天端で約9.6mである。
勾配は73度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩、花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられてい
る。
石垣面が右隅角近傍で曲面となって内に入る。イチョウの大木にす り合わせて積んでいる。
石材は丸みのある石材が多く、規模は標準的なものが多い。
左隅角は完成度の高い算木積である。右隅角は2石を積んで隅角としているが、下の石材は縦使いであ
る。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

イチョウの木の取付部分で崩落が見られる。
左端のセンダンの木近くでズレが見られる。
左隅角近傍に排水パイプが設置されている。

石
垣
の
変
遷

。絵図には描かれていない石垣であり、明治以降のものと考えられる。
・イチョウの本の取付部分は、一度崩落し、再度イチョウの本にす り合わせるよ

る。
うに積んだと考えられ

目
地
の
状
況
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垣調査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花聞岩、安山岩

転用石 柱状の石材 刻  印 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹蔑P
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭勉

発象軍1危
険度

s12 有 C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

11.38 11 38 0 87

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

間詰石ヌケ
横目地
ズレだし
石の塀の柱 (近代のもの)

パイプ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸南部の文櫓の東に続く、一段低い櫓台状の北面内石垣である。
・高さは中央部で約1.Om、 全長は天端で約H.4mで ある。
・勾配は80度 と平均的である。

。石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石と野面石を用いた布積であるが、やや崩れて乱積に近い。左隅角は

割石を用いて積み上げられている。右隅角は入隅である。
・石垣面はかなり凸凹がある。
・石材は角張つた石材が多く、規模はやや大ぶ りの石材が多い。
・左隅角は2石 を積んで隅角としているが、下の石材は縦使いであり、算木積になつていない。
・根石に花聞岩の切石の石柱が転用されている。
・刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・天端石のズレが見られる。
・間詰石のヌケが見 られる。
・右隅角にパイプが沿わされている。

・絵図には描かれていない石垣であり、根石に近代の塀の基礎 と考えられる石柱が使用されていることか

ら、明治以降に築造された石垣と考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地の位 置 、状 況 目抑 の両 4Ell
g材績 碧 石材形状 石材 規模 繕 み ナ 目 llrの 率 4事 山

石垣下部の横 目地 トナ 材語井 ナ形割 石 下方は小石材 喜耐/f青 1繕 上方石垣の積み直 し

下方 権 請 井 方 形 割 る 罰1石布繕

目
地
の
状
況
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史跡 石 査

石垣番号 地 区 ニ ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (椙台) 石積工族 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならなヤ

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 文櫓 石材
花南岩、安山岩 (一

撻討I)

転用石 径 蕨J F日 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズレ |ハラミ | フレ
け
離

欠
剥 朧

1崩
落

1罹議?
他
等

の
損

そ
焼 稔繊争1罐 1発纂峯1危

険度
C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.23

築造時期 生駒期 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 天端石不陸
B 天端石のヌケ
C ズレ
D.闘詰石のヌケ
E 矢穴
F,扁 平石使用
G.ヒ ビ、ワレ多く入る (焼けか)

H 方形切石

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸南部の文櫓の東面内石垣である。
・高さは中央部で約1.2mで あるが、下半は配2034、 2035石垣により埋められている可能性があり、本来は

もつと高い石垣であつた可能性がある。全長は天端で約9.5mで ある。
・勾配は85度 とやや急である。

・石の積み方は花商岩の割石を用いた布積である。両隅角 とも切石を用いて積み上げられている。
・石材は角張つた石材や丸みのあるもの、多角形のものが混在する。規模も標準的なもの以外にやや小ぶ

りのものも多く見られる。
・左隅角は完成度が高い算木積であるが、右隅角は算木積になつていない。
・転用石、刻印は見られない。

・天端の不陸、欠損、間詰石のヌケ、石材のひび害Jれなどの変形が全体的に見られ、安定性に欠ける。

。明治以降に積み直されている可能性が高いと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地 の位 置 、状 況 日 抑 の 面 4Hll 百1/r種理 石材 形 状 石材 規模 繕 み ナ 日 帥 の 率 4事 由

両隅角部を結ぶ横 目地 上 方 ″ 酪岩 方 形 害‖石 ほぼ同規模 きJ石布繕 布積

下 方 柁闇岩 方 形 割 石 却1石布 繕

目
地
の
状
況
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城跡 石垣調査石垣訂

石垣番号 地区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (権台) 石積工法 布積

方 位 】ヒ
角
石
（算
本
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 文福 石材 花闇岩

転用石 毎
〔

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

損
態

破
状 期離

危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.32

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

ズレ

間詰石のヌケ、構根伸びる

角石のレベルに合わせるためか

備  考 短い石垣のため中央高省略、残存石垣一石のみで計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

・本石垣はニノ丸南部の文櫓の北面内石垣である。
・高さは左端で約 1.8m、 全長は天端で約5。 3mで ある。
・勾配は81度 と平均的である。

。石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は

す り付けである。
・天端のレベルが一定でなく、右隅角に向けて中央部付近から斜めに下がり、石列状態になっている。
・石材は角張つたものが多く、規模は標準的なものが多い。
・左隅角は完成度の低い算木積である。右隅角はNo.2016石 垣に1石積んだものである。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・石材のズレ、間詰石のヌクが見られる。樹根の影響を受けていることが予想される。

・生駒期から所在 した石垣で、何度か改修されたと考えられる。
・天端は明治以降に積み直されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目 lIIの 位 置 、 状 況 目地 の両 rlll な 材 種 理 石材 形 減 石材 細糖 繕 み方 日触 の 率 を 事 由

左隅角下部か ら右隅角に
―● ム 結 日 帥

L方 花簡岩 方 形 御 1石 ほぼ同規模 割石 布 結 根石上方の積み直 し

下 方 市簡岩 方形割 石 葡Iる布 繕

目
地
の
状
況
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査史跡高松城跡 石垣

石垣番号 1  2038 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積、布積

方  位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出 「
特

地
記

上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 加 工石 亥I Eロ 4L

破損状況
と

破損要因

良好 欠 損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹嘉P
他
等

の
損

そ
焼 1篭勉争1罐 1葵象峯1危

険度
良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

70 74 80/87

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 『高松市内遺跡発掘調査概報 平成15年度』
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 安山岩が多く新しく積み直したと思われる
日 比較的大きな方形の割石
C 目地
※建物裏面は野面の大石多い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣はニノ丸西部の文櫓台から北へ延びる内石垣である。
・高さは中央部で約60cm、 全長は天端で約70,7mである。
・勾配は80～ 87度 とやや急である。

・石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、一部割石を用いた布積が見られ

る。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。
・石材は方形のものが多く、規模は大ぶりのものが多い。
・右隅角は完成度の低い算木積である。
・弼福台東面に加工された石材が転用されている。
・刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

・生駒期から所在した石垣と考えられる。
・『旧高松御城全図』によると弼梧台東面には北へ上る雁木、

雁木が描かれており、明治以降の改変が考えられる。また、
の積み直しにより、連続した石垣となったと考えられる。

弼福台と文櫓台の間には2箇所に西へ上る
一連の石垣としては描かれておらず、後世

石
垣
の
変
遷

目IIIの 位 置 く状況 日 41tの 面 4H弱 百材 種 巻 右材 形渋 右材 類櫨 繕 み方 日 llbの 率 十 事 由

RLR櫓 台 東 面 に 耳,ら れ る締 た 側 花筒岩 ナ 形 割 石 お」■■r tt n 割 石 布 繕 雁木部分の積み直し

日 ‐
I llj 狩イ則 材簡岩 方形 丸み や や /卜 ぶ り 野 面 帝|,精

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 害1石 石垣位置

石垣部位 雁 木 石積工法

方  位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 割 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 径
＾

レd  E口 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 購

1崩
落1嘲

その他
焼損等 竜@争‖罐 1発象峯1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.43

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 有 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

後世のもの

※多麗構の南面石垣

備  考 列石のため基底部長省略、残存石垣一石のみで計測不可 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

。本石垣はニノ丸西部の弼櫓へ上る雁木の一部と考えられる。
・高さは中央部で約0.4mであるが、大半が埋没 していると考えられ、本来はもつと高い雁木である。全長

は天端で約3.3mである。

積
み
方
石
材
等

列石数石のため工法の詳細は不明である。右隅角は出隅角、左側は埋没のため地盤す り付けに見える。
石材は方形、規模は標準的な石材である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

一部 しか露出しておらず、詳細は不明である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると北へ上る雁木が描かれており、雁本の最上段部分と考えられる。
・配2038石垣を連続する一連の石垣とした際に埋没したと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 F号 (勿明喬口) 石材
花南岩、安山岩 (一

部)

転用石 径
〔

レJ  F口 銀
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離

陥没 崩落 間詰の
ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

損
態

破
状 期破

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3 05

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

基慮部以外聞口部設置に伴い算本積とする
野面割石
谷積

※後世の改交による開田部

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸西部の開口部の北面石垣で、現在城郭への西の玄関口の石垣である。
高さは中央部で約 3.lm、 全長は天端で約6.3mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の野面石と割石を用いた谷積である。右隅角は中段より上方は切石を用いて積み上

げられており、下半は野面石である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で角の取れた丸みのある形状のものが多く、規模は小ぶ りのものが多い。
両隅角とも完成度はあまり高くないが算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等によると、松平初期から新郭造築期にかけての記述に、新たに開口した門とされてい

る。
現在の石垣は明治以降に開口部を拡張したものと考えられる。
右隅角都最下段に、築造時のものと考えられる石材が露出している。

目地 の位 置 、状 況 日4bの 面 rEll 百紡 繕 凝 奉 材 形 状 示 紡 押 櫨 繕 み ナ 日31の 率 4事 由

右 隅角 中段 か ら天端 に至

る々 卜が りの 目抑

左 側 紘需岩 方形 丸み ほぼ同規模 野 面 石 谷 橋 異なる石材・石積工

法メ〒イ即| 結闇井 方 形 切 石 切 石 布 橋

左隅角上部か ら根石に至
ス 士 下 バ nゐ 日 II II

午イⅢI
滓 隔 翌 方 形 切 石 ほぼ同規模 切 石 布 橋 異なる石材・石積 工

浅若イロ‖ 棺 舗 井 ナ 形 詢 み 轟 而 病 公 藉

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積、谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径
ヽ

刻  印 鶴
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑P

他
等

の
損

そ
焼 篭勉争1罐 1巽纂軍1危

険度
a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 若角勾配

120.5 119.96 2.54 2.82

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

.上部 :割石と切石の安山岩で積み直し

(谷積)

.下部 :野面

.サトハラミ

足元前面にコンクリー ト止留あり
全体的にゆるいハラミあり

下都間詰石のヌケ多い

大石使用

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の北側旧海面外壁の北面石垣である。
・高さは中央部で4.3m、 全長は天端で約120,5mである。
・勾配は71度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花闘岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、上部約1.3mについては、割石や切石を用

いた谷積である。両隅角とも入隅である。
・石材は丸みのあるものが多く、規模はやや大ぶ りのものが多い。
・転用石、亥1印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・石垣下段に薄いハラミが連続的に見られる。またズレも所々見られる。
・間詰石のヌケも散見される。
・最下段前面部に伸縮材を当ててコンクリー トが打たれ、地盤が作られている。

生駒期に築造されたものと考えられる。
天端から約1.3m下 で横 目地が通つており、上部は明治以降に積み足された石垣と考えられる。

石
垣
の
変
遷

●Hji鞠腋剖静層筆珀祭漁 Ⅲ Y耐 ,'』随賊闘 :1妥ヨ帝男,夷 |ヨ母箋え」比i辞 |
:‐

|〉廷:Eお目にヨ団訂髄率習
=ユ

,| 1朝躍峯シ雰i落舟!!|| IBJJLの 発 生 事 洩

左隅角部上部か ら右隅角
蔀析 で

=で
の結 日IIh

L芳 花簡岩 方 形 石 ・ ¬ ほぼ同規模 筆1石 谷 繕 上方の積み足 し

下 ナ 花 簡井 庁杉 程 o前 野 面 石 剖 繕

右隅角近傍 の右下が りの
日‐

IIL

★=イロII ″齢井 片彰 る o載 ほぼ同規模 野 面 石 乱 橋 右側の積み直し

右 側 棺 需 岩 ★ 4//名 ・ 対 罰 ヌ守公 希雪

右隅角近傍開 田部左側の /FイⅢI 常簡岩 方 形 色 ・ ¬ ほぼ同規模 蟄Iフ守公 籍 言側の積み直し

縦 目地 青 TH‖ 棺簡井 方 形 切 石 馴 石 希 繕

目
地
の
状
況

-223-



史跡高松城跡

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 その他 (庭 ) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 径
＾

亥J F口 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落

1曜蕩?隆 鉾 託鯵争‖罐 1髭象禦1危
険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※自然石風の石。三の丸の庭園背後の土留か。

備  考 残存石垣一石のみで計測不可 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の北面石垣で、通路と庭園を画 している。
ある。見学動線に沿 う石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は天端で約8.Omである。

石列もしくは造園の縁石状で

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は入隅、右隅角は1石が地盤にす り付く。
石材は不定形で、規模は大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。
・その後の改変は行われていないと考えられる。

目
地
の
状
況



査

石垣番号 3003 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (庭 ) 石積工法 舌し積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材
花前岩、安山岩 (一

部)

転用石 4E 刻 印 錘
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ け
離

欠
剥 陥没 崩落

1曜誘P臨鍵 損
態

破
状鞭嬢

翼象写1危
険度

良好 nl a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A 欠損
※石材の形状不納い

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の北面石垣で、通路と庭園を画 している。庭園部の土留石垣である。見
学動線に沿 う石垣である。
高さは中央部で1.3m、 全長は天端で約8.8mで ある。
勾配は86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた乱積である。天端に笠石を積む。両隅角とも入隅である。
石材は方形で、角の取れた丸みのあるものが多いが角張つた不定形のものも見られ、石材形状が一定で
ない。規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・天端石の欠損が一部見られるが、大きな変形もなく安定している。

石
垣
の
変
遷

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 その他 (庭 ) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 割 石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 征
小

亥l F「 鉦
（

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落曜議?隆鰈 竃握李‖罐 1智 1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.07

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底都

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

焼けている?
積み直し
安山岩多い (黒 つぽい石材)

間詰石スケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の西面石垣で、通路と庭園を画 している庭園部の上留石垣である。
動線に沿 う石垣である。
高さは中央部で2.lm、 全長は天端で約2.4mである。
勾配は86度 とやや急である。

見学

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。天端に笠石を積む。左隅角は割石を用いて
積み上げられている。右隅角は入隅である。
石材は方形で角張ったものが多く、規模はやや小ぶ りなものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケが見られるものの変形もなく安定している。
隅角部の石材は焼損を受けている。

石
垣
の
変
遷

松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。
『 旧高松御城全図』によると湾曲した石垣として描かれており、明治以降に積み直されたと考えられ
る。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (庭 ) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石、割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 径
ハ

刻  印 4E

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 朧 崩落

1曜議?
その他
焼損等 篭賜争1罐 1髭象写1危

険度
B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ｂ

Ｃ

倒地
左の石材はだいたい周しくらいの大きさだが、
右は石材に大小がある
うすいハラミ

矢穴

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の北面石垣で、通路と庭園を画している。庭園部の築山の上留石垣であ

る。見学動線に沿 う石垣である。
・高さは中央部で2.Om、 全長は天端で約7.8mである。
・勾配は90度 と急である。

・石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。天端に笠石を積む。右隅角は切石と割石によつて積み

上げられている。左隅角は入隅である。
・石材は方形で角張ったものが多く、規模は標準的なものが多いが、やや大ぶ りなものも見られる。
。右隅角は、完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・薄いハラミがあるものの安定している。

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものと考えられる。
・上部及び中央から右寄 りの部分は積み直しが考えられる。
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跡 城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石、切石 石垣位置

石垣都位 その他 (庭 ) 石積工法 乱積 慄 所11

方  位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材
花筒岩、安山岩 (一

部)

転用石 4F 刻 印 任

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1解 1罹議軍

他
等

の
損

そ
焼 咤危争‖罐 1髭纂峯1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2 28

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底都

修  理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

本来の石垣の石材か?

※長い切石を横手に用いる

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の西面石垣で、通路と庭園を画 している。

る。見学動線に沿う石垣である。
・高さは中央部で約1.5m、 全長は天端で約2.3mである。
・勾配は90度 と急である。

庭園部の築山の土留石垣であ

石の積み方は花蘭岩の野面石と割石を用いた乱積である。
左隅角は曲面を帯びる。右隅角は入隅である。

天端に直方体の切石を用いた笠石を積む。

。石材は方形でやや扁平しているものと角張つたもの、丸みのあるものが混在する。

る。
・転用石、刻印は見られない。

規模は大小混在す

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。

石
垣
の
変
遷

目IIbの 付 詈 、 状 況 目 地 の 両 r則 石 材 翼重理 石材 形 状 石材 掃植 繕 み 方 日絲 の 率 を 事 由

右 隅角都 中段 か ら根石 に

不 る 日tHI

「
芳 紘簡岩 ★形 詢 み ほぼ同規模 却1石布 桔 積み直し

下 方 材闇井 方 形 野 面 石 ¬ 結

目
地
の
状
況
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史跡高上A 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 その他 (庭 ) 石積工法 布積

方 位 ゴヒ7耳
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 径
＾

亥1 印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ フ ミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼 閻

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.74 1.5 1.52

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 平面R 調査年月日
平成 16年 12月  8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の北西面石垣で、通路と庭園を画している。
ある。見学動線に沿 う石垣である。
高さは中央部で約 1.5m、 企長は天端で約1.7mで ある。
勾配は90度 と急である。

庭園部の築山の上留石垣で

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた布積である。両隅角とも緩やかな曲線を描 くように積んで
ヤ`る。
石材は方形でやや扁平なものが多く、規模は大小混在する。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。
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史跡高松城跡 石垣 査

石垣番号 1  3008 地 区 三 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、切石 石垣位置

石垣 部位 その他 (庭 )
石積工法 乱積 鐵 P

】水手御F可

方  位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 征 刻 印 篠
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹嘉P
他
等

の
損

そ
焼 篭鯵李‖罐 1簗象峯1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.26/9,16 15.17 161/1.71 90/89

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状 画が納わず庭園の石材か?
天端のみ長手の切石

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の北面石垣で、通路と庭園を画 している。
る。見学動線に沿 う石垣である。

・高さは中央部で約 1.7m、 全長は天端で約15.4mで ある。
・勾配は87度 と急である。

庭園部の築山の土留石垣であ

・石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。天端に横方向に長い切石を積んでいる。左隅角付近

は石垣面の出入 りが大きく不揃いである。
・石材は方形で丸みのあるものが多く、規模は大ぶりのものが多い。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。破損は見られず、良好な状態である。

・松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高い。
・『旧高松御城全図』によるとやや南へ湾曲する石垣と入隅で接する東方向へ直線的に延びる石垣が描か

れており、明治以降に直線的に積み直されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目 地 の 位 置 、 状 況 日 数 の 面 狛‖ 石材 種 理 石 材 形 状 石材 規模 精 み方 日 枷 の 率 4事 由

右隅角下部か ら天端に至
る 片 卜が り の 目 舶

左側 れ 需井 方形 詢,み ほぼ同規模 革1'百 舌i,繕 積み直し

右 側 花脇岩 ★形 詢 み 部1石 剖`繕

目
地
の
状
況

-237-



史跡 城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、切石 石垣位置

石垣都位 その他 (三 ノ丸区画、庭 ) 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 儀
（

亥I F日 征
（

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1締 1曜説PI

他
等

の
損

恋
花 篭⑫争‖罐 1髯象峯1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

7 08/6.94 14 29 1.82/1.03 1.74/0。 94 1.78/0 98

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

B ヒビ

※左は石材が揃つた大きい切石を用いて横目地を通して積む (布積)

右は庭園の石材風

A 間誇石少々ヌケ

備  考 右角勾配は乱れ、残存石垣一石のみで計測不可 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北側の庭園北側の西面石垣で、通路と庭園を画 している。庭園部の築山の土留石垣であ

る。見学動線に沿 う石垣である。
・高さは中央都で約1.7m、 全長は天端で約14mで ある。
・勾配は80度 と平均的である。

・石の積み方は左半が花南岩の割石と切石を用いた布積、右半が花聞岩の野面石を用いた乱積である。左

側は形状が揃つた石材を使用し、横 目地を通した積み方であるが、右側は石材形状、大きさが不揃いで

ある。
・石材は方形で角張つたもの、九みのあるものが混在し、規模は標準的なものが多い。
・左隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、亥I印 は見られない。

積
み
方
石
材
等

・間詰石のヌケや築石のとビはあるものの、変形もなく安定している。

・左半は松平期の庭園が造られた時代のものと考えられ、新郭造築期ないしはその後のものの可能性が高

ヤ` 。
・右半は『旧高松御城全図』によると右半部分は披雲閣の内部に位置することから、明治以降のものと考

えられる。

石
垣
の
変
遷

目地 の位 置 、状 況 目44の 両 4Eli きル協重歯 併1彰―
熾 な材 継 繕 な芳 目 舶 の 発 生 事 1由 |

全体的に見られる横 目地 全 面 花筒岩 方形角 。丸 大小混 じる 切石・割石布積 市積

目
地
の
状
況
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石垣

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 その他 (三ノ丸区画) 石積工法 乱積

弔
てみ/イのS

:尭述

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材
花闘岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 径
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜議?
その他
焼損等 篭鯵争1罐 1莱象写1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

42.6 43.18

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※間請石所々ユケ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸と三ノ丸を画する北面石垣である。見学動線に沿 う石垣である。
高さは中央部で約1.7m、 全長は天端で約42.6mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積である。ほぼ同規模の石材を使用し、丁寧に

積まれている。
石材は方形で角張つたもの、丸みのあるものが混在 し、規模は標準的なものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積で、右隅角は完成度の高い算木積である。

転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

。石材にフレや、間詰石のヌケが見られるものの、安定している。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』によるとニノ丸北東隅の石垣は現在より南側で、屏風折に描かれており新郭築造期
に三ノ丸北東を拡張させ、連続する石垣として集造された石垣と考えられる。
上部の積み直しの可能性もある。

目凱 の位 晋 、 潰 V5「 目 JIの 両 4Rll 0材種類I 石材形状 石 材 類 績 繕 み 芳 自朗 の基 牛 事 由

石垣下部から中段にかけ
て の 結 日 袖

L芳 棺闇井 方 形 ほぼ同規模 群 而 本 希 繕 上方の積み直 しか築

造時のもの下 ナ 権鵠岩 ナ 形 野面石布結

目
地
の
状
況
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石垣

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 その他 (三ノ丸区画) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 純
ヽ

刻  印 径
＾

況
　
因

餓
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 1崩落 1理蔑P

他
等

の
損

そ
焼 嗚鯵争‖罐 1響 1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

39.57

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

マツで押される
天端石 トレ
石材斜め使い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は北ノ丸とニノ丸を画する東面石垣である。
・高さは中央部で約1.8m、 全長は天端で約39.6mである。
・本来は配3011～ 3015石 垣まで続く一連の石垣である。
・勾配は76度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げら

れている。
・石材の形状、大きさともに不揃いで、積み方も石材を斜めに使 うなど、やや乱雑な積み方が見 られる。
・左隅角は算木積になつていないが、右隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

・欠損が見られる程度で、石垣は安定している。

・『高松城下図屏風』では描かれていない石垣であり、 新郭造築期にニノ丸北東隅を拡張させて築造した

石垣と考えられる。
・左隅角は後世の開口のための取り外しに伴って、積み直されたものであり、本石垣は後世の改変が多く

見られる。

石
垣
の
変
遷
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査城跡 石垣y

石垣番号 3012 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣都位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積、谷積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花闇岩、安山岩

転用石 征
＾

亥」 F口 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落曜蔑?隆鍵 嗚鯵争‖罐 1髭纂峯1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

13 97 14.43

築造時期 生駒期 。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣は三ノ丸北側の庭園東側の石垣で、北半では北ノ丸と三ノ丸を画する東面石垣であり、南半は中

堀に面する石垣である。
・高さは中央部で約1.6mで あるが、南半の下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全

長は天端で約14mで ある。
・本来は配3011～ 3015石垣まで続く一連の石垣である。
・勾配は75度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが、野面石も混在する。また、部分的に谷積も

見られる。左隅角は切石、右隅角は割石を用いて積み上げられている。
・石材は方形で角張つたもの、丸みのあるものが混在 し、規模は標準的なものが多いがやや小ぶ りのもの

も混在する。
・右隅角一帯では石材の形状、大きさともに不揃いで、やや乱雑な積み方が見られる。
・左隅角は完成度の低い算木積であるが、右隅角は算木積になっていない。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

破損は見 られず、良好な状態である。

。『高松城下図屏風』によると、南半の堀に面する部分は生駒期に築造されたと考えられ、北半の北ノ丸
とニノ丸を画する部分は新郭造築期に三ノ丸北東部を拡張させて築造されたと考えられる。

。両隅角は後世の開口に伴うものであるが、石垣全体が後世の積み直しとも考えられる。

石
垣
の
変
遷
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史跡高本公 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 御仰
上部構造物 塀、不明建物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
＾

刻 印 包
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1醍議P

他
等

の
損

そ
焼 毯 ‖罐 1響 1危

触
s3t2 a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角角配

23.26 23.66 2.63 2.73

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状 Ａ

Ｂ

Ｃ

開口部の積み直しライン
ハラミ

少々ハラミ

※本来阻3014と 一体の石垣

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の東面石垣で、埋め立て られた中堀に面する。
・高さは中央部で約2.7mであるが、下部は埋め立て られてお り、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約23.3mで ある。
・本来は配3011～ 3015石 垣まで続 く一連の石垣である。
・勾配は75度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花商岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、両隅角とも切石を用いて積み上げ
られている。

・石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。
・両隅角とも完成度の低い算木積である。
・転用石、表1印 は見られない。

。中段から下段にかけてハラミが面的に広がってお り、やや安定性に欠ける。

・両隅角とも開口に伴い積み直されている。また、築石部南半には積み直しと考えられる目地が見られ、
改変を受けている。

目如 の付 詈 、 状 況 目М の両 TRI 石材 種 荘 石 材 形 状 石材 規模 稽み方 日 tIPの 率 /r~事 由

中央部天端か ら下部に達
するW宇状の 目地

谷 形 の 中 ″ 臨 方形 詢】み ほぼ同規模 野 面 石 罰】橋 W宇状部分の積み直

しか築造時のもの谷 形 の 外 材 語 岩 方形 詢 み 野面 石 剖`繕

目
地
の
状
況
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城跡 石

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (中 堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならなヤ

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花闘岩、安山岩

転用石 範
＾

刻  印 鉦

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1締 1曜議軍

他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭勉

詫繁軍危険度
B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1661 17.07 2.52 2,72

築造時期 生駒期・松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

転用石 (凝灰岩)

ハラミ

開El部積み直しライン

※本来No,3013と 一体の石垣

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の東側の東面石垣で、埋め立て られた中堀に面する。
・高さは中央部で約2.7mであるが、下部は埋め立てられてお り、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約6.6mである。
・本来は配3011～ 3015石 垣まで続 く一連の石垣である。
・勾配は70度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げら

れている。
・石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。
・両隅角とも算木積になつていない。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。中央部に薄いハラミが見られるものの、安定している。

。両隅角とも開口に伴 う積み直しが行われている。

石
垣
の
変
遷

日mの 締 詈 ヽ 燎 源 . 目 抑 の 面 rHli 石材 種 理 石材 形状 石材 規樟 繕 み ナ 日IIVの 率 牛 喜 由

右隅角下部か ら天端に至

る左 Lが りの 目地

芹 イロW ″ 筋当 方形 詢】み ほぼ同規模 野面石乱橋 隅角部の積み直 し

オ〒イ酎| ″ 騒岩 方 形 切 石 切石 布 稽

左 隅角 下部 か ら天端 に至
ス右 トボ nの 日IIh

と 側 ″ 需共 方 形 切 石 ほぼ同規模 切石 布 繕 隅角部の積み直し

右イ則| 花 簡岩 方 形 丸 み 野 m‐ 石 詞 繕

目
地
の
状
況
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城跡 石

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、切石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積、谷積 一了

■方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞権 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離

欠
剥 鰈 1熊 1嘲 隆鍵

軽微な
改変 嘆握1翼纂學1危

険度
a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角角配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

51.05 70/83

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ｂ

Ｃ

積み直しライン

白い石材の下も谷積、2回以上やりかえか

うすいハラミ
ハラミ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東南部の東面石垣で、中堀に面する。
高さは中央都で約4.6m、 全長は天端で約51.lmである。
本来は血3011～ 3015石垣まで続く一連の石垣である。
勾配は70度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、一部切石を用いた谷積が見られる。右隅
角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。
石垣中央やや右寄 りから左隅角にかけて上段部が方形切石によって積み直されている。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。
右隅角は算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

中段から下段にかけて薄いハラミが見られる。

石
垣
の
変
遷

左側上半分は切石によつて全面積み直されている。

日 llbの 付 詈 、 燎 源 目 難 の 面 rHll 石材 種 柄 | 石 材 影 股 石 材 却植 繕 み 芳 目IIPの 率 牛 事 由

右隅角下部か ら天端に至

る左上が りの 目ll

芹 イ酬 移 需 井 方 形 詢 み 隅角部の石材
は /1ヽ ぶ り

野 而 石 舌1繕 隅角部の積み直し

右イ則 花臨岩 方形切石 馴 希 布 繕

右隅角近傍の天端か ら下
獣 }「 至 ス 々 下 ボ nの 日 VJ

左 側 花簡井 方 形 切 石 ほぼ同規模 切 石 布 橋 左側石垣の積み直し

/キ イロII 滓 臨 方形 野 面 石 野 而 石 ¬,繕

右中間の天端から下部に

至る左下が りの 目地

午和 | ″ $岩 方 形 切 る 左側がやや小
ぼ n

切石 容 繕 左側石垣の積み直し

古側 ″ 舗碧 ★形 切 示 割 所 希 繕

左隅角都中段か ら右隅角
汗 権 tr至 ス 結 日 IIlt

L方 棺臨井 方 形 切 石 上方石材 がや
や ノ|ヽ 式 り

羽 石 布 橋 上方石垣の積み直し

下 方 棺 簡碧 方形 詢1み 弄而石 割.繕

目
地
の
状
況
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城跡 石

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 外 (中堀に面する) 石積工法 舌し積

跡

‘中

・
櫓

．
龍

堀

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 龍 櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 有 (穴の開いた石材 ) 亥I Fロ 純
ハ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラ ミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1毘議?

その他
焼損等

損
態

破
状鞭酸

確象峯1危
険度

良好 n24 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期 改修 基底都

修  理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 間詰石のヌケ
B 穴のあいた石材 (転用石?)

備 考 1短い石垣のため中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣は三ノ丸の東南都龍櫓台の北面石垣で、中堀に面する。
・高さは中央部で約4.8m、 全長は天端で約2.4mである。
・勾配は81度 と平均的である。

・石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。右隅角

は入隅である。
・石材は方形で角が取れた丸みのあるもので、規模は標準的なものが多いが、石垣中段より上方で割石の

小石材が見られる。
・左隅角の上部は完成度の低い算木積である。下部は算木積を意識 しているが、算木積になつていない。
・左隅角7石 目の石材は2ヶ 所に穴が開いており、転用石の可能性がある。
・刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

・上下で石材の規模が異なることから、上部の積み直しが考えられる。

石
垣
の
変
遷
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史 城跡 石垣訂

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 外 (中 堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 龍櫓 石材 花闇岩、安山岩

転用石 有 (穴の開いた石材) 刻  印 長方形、ち、り

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1解 1曜議軍

他
等

の
損

そ
焼 咤鯵争1罐 1簗象峯1危

険度
a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10,75 5.28

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

刻印コ4□

間講石のヌケ

※石材の大小の差がある

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東南都の龍櫓台東面の石垣で、中堀に面する。
高さは中央部で約5.2m、 全長は天端で約10.8mで ある。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられてい

る。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模はやや小ぶ りのものが多いが、所々にやや大ぶ り
のものも見られる。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
右隅角7石 目の石材は2ヶ 所に穴が開いており、転用石の可能性がある。

刻印は左隅角3石 目に、長方形 。ち・ りが見られる。

破
損
状
況

間詰石のヌケが多く見られるが安定している。

石
垣
の
変
遷

上部の積み直しが考えられる。
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査史 石

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積 工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 龍櫓、多聞櫓 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 銀
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
久け
剥離

陥没 崩落 間詰の
ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態

破
状 効破

危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.9/43.61 4.0/47.0 5,76 5,14 89/75 80/80

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ハラミ

前へ落ちる

間諮石真ケ
うすいハラミ
ワレ落ち

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の南部の南面石垣で、中堀に面する。
高さは中央で約5。 Om、 全長は天端で約49,5mで ある。
勾配は75～ 89度 と変化が見られるが、概ね平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の野面石 と割石を用いた乱積である。左隅角は切石、右隅角は割石を用い
て積み上げられている。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多いが、大小混在する。
左隅角は完成度の高い算本積であるが、右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・石材のフレや薄いハラミなどの変形が見られるが、安定している。

石
垣
の
変
遷

部分的な積み直しが考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

桜

御

円

跡

方 位 南
角
石
（算
本
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞櫓、桜御門 石材 花闘岩、安山岩

転用石 4E 亥」 E「 征
〔

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ 欠け
剥離 陥没 崩落曜議P臨鰈 豹

破
損
態

破
状

雛
嬢 危険度

a2  1   b2 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

32.51/2.8
2

28.0/8,38 5,35/3 99 5.85/3.62 5.80/3.54

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 明治15年撮影天守写真

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

根石は前に持ち出して積む
石材が30omほ ど前に飛び出す
ハラミ
石材が前にズレ出し

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 8日

平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の南部の南面石垣で、内堀に面する。
・高さは中央部で約5,9m、 全長は天端で約35.3mである。
・勾配は73度 とやや緩やかである。

・石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、左隅角は割石、右隅角は切石を用いて積
み上げられている。

・石材は角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多いが、大小混在する。
・右隅角は完成度の高い算木積であるが、左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。中央部を中心に薄いハラミが見られるが、ほぼ安定している。
・左側中央部では石材が前にズレ出している。

・明治15年撮影の写真によると、左隅角上部付近が現状と異なることから、明治15年以降の積み直しが

あったことが判明している。

左隅角上部か ら天端に至
る容形の 目jIP

谷 形 の 中 イBl 権 語 井 方形 割 石 上方の石材 は
かた り′卜ぶ り

劃ラ百舌しЯ管 谷形部の積み直し

谷形 の外側 滓 需 岩 方 形 詢.み 癖面石剖1繕

左隅角部近傍の笠石によ 上方 花開岩 ナ影 切 石 ほぼ同規模 切石 布 繕 笠石の積み上げ

ム 構 日 袖 下 芳 確諭岩 方形割石 ‖石 帝I繕

目
地
の
状
況
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跡高松城跡 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材
花闇岩、安山岩 (一

部 )、 凝灰岩 (一部)

転用石 笹
小

刻  印 上、O、 X

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1躍蔑P
他
等

の
損

そ
焼 竜鯵争‖罐 1巽象軍1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

57.74/11.
13

2.47/5.43 2.43/5.16 2.4/5.35

築造時期 生駒期 改修 有 基底都 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度修理 (全面解体修理)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料 明治15年撮影天守写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

暗条
刻F「上

ワレ

刻印OX

櫓台の算木積のライン (繊 目地)が入る

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の南部の西側の西面石垣で、内堀に面する。
・高さは櫓台で約5,2m、 中央部で約2.4mである。全長は天端で約68.3mで ある。
・勾配は中央部で76度 、櫓台で約73度 と緩やかである。

・石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが、野面石も用いている。右隅角及び櫓台左隅

角は割石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。
・石材は角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。櫓台ではやや大ぶ りの石材も見

られる。
・右隅角及び櫓台左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石は見られない。
・刻印は右隅角11石 目にO・ ×、櫓台左隅角4石 目に上が見られる。

積
み
方
石
材
等

・石材のフレが見られるが、安定している。

・明治15年撮影の写真によると、配3019石垣の左隅角上部付近が現状と異なることから、本石垣の右隅角

上部付近も明治15年以降に積み直された可能性が高い。
・櫓台部分を除き、昭和48年度に修理されている。
・修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

石
垣
の
変
遷

櫓台左隅角部の縦 目地

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 花闘岩、安山岩

転用石 鉦
ヽ

刻  印 包
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

嗅 ケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期 改修 有 基底都 地山 (現在はヨンクリー ト)

修  理
昭和48年度修理 (左から17m区間解体修理)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.天端石は切石で構える
B わずかなハラミ
C_ハラミ

照昭和48年修理 (左 axか ら17m)

|'ta

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣は三ノ丸の南西部の南面石垣で、内堀に面する。
・高さは中央部で約3,9m、 全長は天端で約49.8mである。
・勾配は80度 と平均的である。

・石の積み方は花南岩、安山岩の割石と野面石を用いた乱積である。 左隅角は切石を用いて積み上げら

れている。右隅角は入隅である。
・石材は角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多いが、一部大ぶ りの石材も見られ

る。
・左隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

。中段都に薄いハラミが見られる。

・中央部に目地が見られ、積み直しの可能性がある。
・昭和48年度に左隅角から17mの 区間が修理されている。
・修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷・松丸太杭打設により補強している。
・修理箇所以外の部分についても、天端に切石を使用して、高さを揃えている。

石
垣
の
変
遷
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跡 城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓七一一

Ｆ
＝
」

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 雛
＾

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱 崩落1切

他
等

の
損

そ
焼 託鯵季‖罐 1髭象禦1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

9 1/4 65 14.12 1,94/3.55 2.2/3.74 2.22/3 91 78/75 77/77 76/77 83/83 84/84

築造時期 生駒期・松平初期 改修 有 基底部 地山(現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』
文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

右側は方形に近い割石を多く用いる

※昭和48年修理

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の南西部の西面石垣で、内堀に面する。
高さは右隅角で約3.9m、 中央部で約2.2mである。全長は天端で約13.8mで ある。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。
左隅角は鈍角の入隅である。
石材は方形の角張つたものが多く、規模は標準的なものが多いが、右隅角一帯はやや大ぶ りの石材が多
セ` 。

右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』によると血3022～3026石垣は連続する石垣として描かれており、『 旧高松御城全
図』では、配3022・ 血3023石垣が見られることから松平初期の改修の可能性が高い。
昭和48年度に全面修理されている。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭内設により補強している。

目
地
の
状
況



史跡

石垣番号 3023 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御編
上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 純
＾

刻  印 儀

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間請の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

破損
状態

影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.73

築造時期 生駒期・松平初期 改修 有 基底部 地山 (現在はコンクリー ト)

修  理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

倉
Ｌ‥
一

※昭和48年修理

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は長大なニノ丸西面の堀石垣を区切る3～4石の幅を持つ南面石垣である。
高さは右端で約2m、 左端で約1.8mで 、天端は斜めになっている。全長は天端で約2.6mである。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた乱積である。左隅角は出隅、右隅角は入隅でいずれも鈍角
である。
石材は方形の角張つたもので、規模は標準的なもので揃つている。
左隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』によるとNo.3022～ 3026石垣は連続する石垣として描かれており、『旧高松御城全
図』では配3022・ 3023石垣が見られることから、松平初期の改修の可能性が高い。
昭和48年度に全面修理されている。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

目
地
の
状
況



史 城跡 石垣

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積 脳
拙
キーー
‐
―
椰
秘
注

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩、安山岩

転用石 径 >」  F「 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 問詰の

双 オ

その他
焼損等 閻

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

19.84 2.09

築造時期 生駒期・明治以降 改修 有 基底都 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※昭和48年修理

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の西部の西面石垣で、内堀に面する。
高さは中央部で約2.lm、 全長は天端で約 19.lmで ある。
勾配は74度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、部分的に谷積も見られる。両隅角
とも割石を用いて積み上げられてお り、右隅角は鈍角である。
石材は方形の角張つたものが多く、規模は標準的なもので揃つている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

一部フレのある石材も見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『旧高松御城全図』によると配3024～ 3026石垣は連続する石垣として描かれており、明治以降の積み直
しの際に築造された可能性が考えられる。
昭和48年度に全面修理されている。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割 石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積
脚

＝

神

――

糾

か

肘

静

絲

報

惚

||

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 鉦
ハ

亥」 F「 径
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1理藩P
他
等

の
損

そ
焼 耽争罐 響 1危

険度
良好 b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期・明治以降 改修 有 基底部 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

一石のみ

※昭和48年修理

備 考 短い石垣のため中央高のみ計測、左端勾配・右端勾配・中央勾配計測省略 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は長大なニノ丸西面の堀石垣を区切る1～ 2石の幅を持つ北面石垣である。
高さは約 1.8m、 全長は約51cmである。
勾配は73度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花開岩、安山岩の割石を用いた乱積である。
石材は方形の角張つたもので、規模は標準的なもので揃つている。
転用石、刻印は見られない。
右隅角は算木積になつていない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『旧高松御城全図』によると配3024～3026石垣は連続する石垣として描かれており、明治以降の積み直
しの際に築造された可能性が考えられる。
昭和48年度に全面修理されている。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

目
地
の
状
況
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史 調査

石垣番号 3026 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 御編
上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 無

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1理蔑P

その他
焼損等

損
態

破
状鞭勉 髪象寧1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

45.28 74

築造時期 生駒期 改修 有 基底部 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※昭和48年修理

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の北西部の西面石垣で、内堀に面する。
高 さは中央部で約 1,8m、 全長は天端で約46mである。
勾配は74度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石 と害1石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。昭和48年度に全面修理されている。
・修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 3027 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 4L 該」  F口 径
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落

1曜議?隆鰈 竃α摯1罐 1智 1危
険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

14.26 2.33

築造時期 明治以降 改修 有 基底部 胴木 (現在はコンクリー ト)

修  理
昭和48年度修理 (全面解体)

『史跡高松城跡保存修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※昭和48年修理 (当初の石垣はこれより北側地点にあつた)

備 考 北側lm地点に旧石垣根石有 り 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の北西部の南面石垣で、内堀に面する。
高さは中央部で約2.3m、 全長は天端で約 14.3mで ある。
勾配は75度 とやや緩やかである。

左隅角で内堀へ下る石段に接する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられ
ている。右隅角は入隅である。
石材は角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものが多い。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

当初の石垣は、北約lmにあり、根石のみ埋没 している。 (配3103石垣)

明治以降水門設置時に切石の谷積で石垣改変。その後昭和48年度に現在の石垣に修理されてお り、
の石垣の形状、工法等は不明。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

当初

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 3028 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 伍
小

ケI F「 径
（

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1締 1曜蕩?

他
等

の
損

そ
焼 篭鯵争‖罐 1髭泉軍1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 ア1男希勾配 右角勾配

2.52 0,93 1,7

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石布積、日地モルタル詰め

備  考 すり付け 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸の北部で内堀に下る石段の側壁で西面石垣である。
・高さは右隅角で約1.7m、 全長は天端で約2.5mである。
・勾配は90度 と急である。

・石の積み方は花南岩の切石を用いた布積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は

石段にす り付けである。
・石材は方形で、規模は標準的なもので揃つている。
・右隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない①

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。
。目地には全面モルタルを詰められている。

明治以降水門設置時に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷
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